
第１

議案第６７号 令和２年度南あわじ市一般会計補正予算（第８号）

議案第７３号 南あわじ市手数料条例の一部を改正する条例制定について

議案第７４号 南あわじ市税外収入延滞金及び督促手数料徴収条例の一部を改正
する条例制定について

議案第７５号 南あわじ市温水プール条例の一部を改正する条例制定について

議案第８１号 令和２年度南あわじ市一般会計補正予算（第９号）

第２

議案第６８号 令和２年度南あわじ市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第６９号 令和２年度南あわじ市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）

議案第７０号 令和２年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第７１号 令和２年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特別会計補正予算
（第１号）

議案第７２号 令和２年度南あわじ市下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第７６号 南あわじ市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第７７号 南あわじ市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

議案第７８号 南あわじ市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制
定について

議案第８０号 字の区域の変更について（倭文長田、津井地区）

議案第８２号 （普）堀岸川護岸整備工事（第１期）請負契約の締結について

第３ 請 願 第 １ 号 「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」の各施設で、屋
根・壁・床の資材に淡路瓦の使用、推奨を求める請願書

第４ 発 委 第 ４ 号 「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」の各施設で、屋
根・壁・床の資材に淡路瓦の使用、推奨を求める意見書

第５ 議員派遣の申し出

第６ 議会運営委員会、常任委員会の閉会中の継続調査の申し出

第９９回南あわじ市議会定例会議事日程（第５号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年１２月１６日（水）午前１０時開議

議案第６７号、議案第７３号～議案第７５号、議案第８１号（５件一括上程）

議案第６８号～議案第７２号、議案第７６号～議案第７８号、議案第８０号、議案第
８２号（１０件一括上程）



南あ わじ 市議会議長　　長　 船　 吉　 博　　様

総務文教常任委員長

令和 ２年 １２ １１く１日

小　豁

Ｓ　員　会　審　ま　報　き　書

本委員会に付おＥの事件は、審をの結タこ下Ｅの とお り決定したか ら、 会議規覧第１ ０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番そ、 件　　　　　　　　名 結　果

議案 第６ ７硲

議案 第７　３，そ

議案 第７ ４号

議案 第７ ５そ

議案 第８ １倚

令和 ２年度南あわ じ市一般会計補ｉＥ予算（第８ 号）

南あわじ市手数料条例の一部を改ｊミする条例鼈定につい
て

南あわじ市税夕ｙ效入延滞金‾反び督促手数料徴效条例の一
部を改工Ｅする条例制定について

南あわじ市ｔ水プール条例の一部を改ＴＥする条例制定に
ついて

令和 ２年度南あわ じ市一般会計補ｍ予算 （第 ９硲）

原案 ｉｉＴ羝

原案 可決

丿京 案可決

原案 可決

原案 可決



南あわじ市議会議長　　長　船　吉　博　　様

令和 ２年 １２ １１ ４日

産業厚生常任委員長　　ｙ　部　計

委　員　会　審　ま　報　告　書

本委員会に付貌の事件は、 審をの結束下Ｅの とお り決定したか ら、 会議規ｍ第１ ０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番号 件　　　　　　　　名
Ｓ

結　果

議案第６ ８号

議案第６ ９号

議案第７ ０号

議案第７ １号

議案 第７ ２号

議案 第７ ６倚

議案 第７ ７そ

議案 第７ ８昜

亀案 第８ ０号

令秘 ２年度南あわ じ市国民せ康保険特ＳＩ」会計補モ予算
（第 ３号）

示ヽ加２ 年曵南あわじ市後期瓶齢者Ｋ療特ＳＩ」会計補ｍ予算
（第 １号）

ｔ

殆和 ２年曳南あわ じ市介護保険特Ｓ・」会牡補ｍ予算 （第１
号）

令加 ２年度南あわ じ市産業廃棄物最終む分事業特ＳＩ」会計
補ｊＥ予算（第１ 号）

ｅ

令和 ２年度南あわ じ市下水道事業会計補ｆ予算（第１
号）

南あわじ市だ眼経済牽り｜ 事業の促進のための固定資産税
の氛税免除に開する条例の一部を改モする条例制定につ
いて

南あわじ市介護保険条例の一部を改ｊＥする条例鵯定につ
いて

南あわじ市後期高齢者Ｋ療に関する条例の一部を改ミす．
る条例制定について

宇の区域の変更について（倭文長日］、 津井地Ｋ）

原案 ｊ］‘決

罌、案可決

原案 可決

万案 虱決

罌、案虱決

Ｗ案 ‾僞決

Ｗ案 ｉｉＴ決

罌、案可決

原案 凧決

氷水



議案 番号 件　　　　　　　　佑 結　果
９

議案 第８ ２脣

１

（普）ミ岸Ｊ Ｉ＼護岸整備工事 （第 １期）請負契約の締結に
ついて

原案 丿丁決



南あわじ市議会議長 長　船　吉　博 様

産業厚生常任委員長

令和 ２年 １２ １１ Ａ日

阿　部　計

請　願　審　を　報　告　書

本委員会に付託の請豫を審をの結Ｊ４ｔ、下髱の とお り決定したか ら、 会議規則第１ ３８
条第 １項の規定に より 報告 しま す。

記

請願 番号

Ｘ

件　　　　　　　　　名 結　果
＝

請願 第１号 「２０２５年 日本ｍ際博覧会（大獸 ・関西万博） 」の俗施鼈
で、 屋根 ・セ ・床の資材に淡路えの使篦、推奨を求め る請
願書

－

採　択



発委第４そ

南あ わじ 市議会議長　 長　 船　吉　 博　様

令和 ２年 １２ Ｊｊ １６日

提ｍ者

産業厚生常任委員長　．Ｒ　部　計

「２ ０　２　５年　日本国際博覧会（大阪 ・関西万博）」

の各施設で、 屋根 ・ｔ ・床の資材に淡路‾瓦の使用、

推奨を求める 意見書について

上記の議案を、Ｓ Ｉ」紙の とお りｊ奥方 自治ま第 １０ ９条第６ ＪＥａｘび会議規則第 １３ 条第２

項の規定によ り提出します。



「２ ０２ ５年 日本 国際博覧 会（ 大ほ ・関 西万 博）」

施設 で、 屋根 ・壁 ・床 の資 材に 淡路 ‾瓦の使 用、

を求 める 意ｊｌ書

の各

推奨

淡路瓦は 、４ （ｊＯ余年のｔ史 を持 ち兵庫県 のｔ場産業で あり、

淡路 島の ＪＩ 幹産 業と して 覧域経済 に深 く根 づき 、大 きな役

割を果た して参り まし た。 また、三州Ｘ （愛加県）Ｗ州Ｘ （島’

根県）と 並び 日本ミ大Ｘ竟の一つに数え られ 、い ぶし瓦にお

いて は、 日本 一の 生産ｔを 誇っ てお りま す。

しか しｊ１年特に ほ１中； 淡路大震ＷＧ、象、建 築様式が 大きく
様変 わり し、 工業化住 宅（洋Ｘ化住 宅） が急速に伸き したこ

とに より 、長期現 の低きかち極めて厳しい経営環境下 にあ

りま す。 この 厳し い現状を 打破する ため 、淡路Ｘ の販売促進

を図 るた めの覧旅、材 ・Ｍ材・ Ｊ木材の 新商 ａを 回ミ１し 、ｍ Ｆ大】夕１ヽ
１

の展示会 にｍ 展し 、ｊき域 ブラ ンド の匂、得 、筍、路 現拓 に鋭意旬、

り組んでおり ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ

結果 、北海道 々も 葺け る寒 さに 強く 変き しに くい Ｘｒ ｌａい

ぶしＲＪ ｒｊな代いぶ・し 瓦』］が新商ａ回発の成驚：と して商ａイヒ
され 、ｍ 肖Ｊ はも とよ り、 海夕｜ヽ でも 中日 や台 湾を 中心ヽに Ｓ路を

霍、げて おり ます。ま た、 新開 ミ１ され た『壁材』『 Ｊ木 材』 の新

商ａが、 大手ホテルや大手コー ヒーショ ップ、有佑店舗等に
採用 され好評 を得てお りま す。

お１ ４００年 の昔 から 多く の日 本嵬築に 篦い られ てき たＸ、

自然 と大 默の Ｊｓ 生、 ｊき 域と 住民 のＪむ生 が生 んだ ‾瓦、粘 土の表

ｔ自ｊに炭素膜を形成 させ、独特の味の ある いぶ し銀の光沢、日

本が世界に発信できる伝統の色、メ イドインジャ パンの淡
雅、‾えは日 本が ｔ鼎に誇れる 穐材 であ り、 『Ｘ Ｊの 『美 』を世

界中 の大湊が集う 「２ ０２ ５年 日本国際博覧会（大ほ ・関西万博）」
会場において見て頂き たく 、各施設に淡路瓦の屋根・ 壁・床
の建築資材の ご使 用、 ご推奨を お願い申 し上 げま す。

記

１　 唇：鼎中 の人 力が集う 「２ ０２ ５年 日木 目際博覧会（大Ｗ ・関

西万博） 」会場において、 各施鼈に淡路えの屋根 ・ｅ ・床
の嵬築資材の ご使 丿目 、ご推奨 をお願い 申し 上げ ますｊ



な上、地方自 治法第９ ９条 に基づき 意見書を提范する。

令和 ２年 １２ Ｊ］ １６日

兵庫県南あわ じ市議会議長　長船　吉博



 

 

意 見 書 提 出 先 

 

 

内閣総理大臣      菅   義 偉 様 

            〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1 

 

内閣官房長官      加 藤 勝 信 様 

            〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1 

 

経済産業大臣      梶 山 弘 志 様 

            〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1 

 

国土交通大臣      赤 羽 一 嘉 様 

            〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3 

 

経済再生担当大臣    西 村 康 稔 様 

            〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1 

 

国際博覧会担当大臣   井 上 信 治 様 

            〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1 

 

 

 

 

 

 

 

 



　次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６２条の規定により

議員を派遣する。

1 南あわじ市賀詞交換会

(1) 交換会

(2)

(3)

(4) 全議員

2 南あわじ市成人式

(1) 成人式

(2)

(3)

(4) 正副議長、総務文教常任委員

3 東播・淡路市議会議長会定例会

(1) 定例会

(2)

(3)

(4) 正副議長

派遣場所

派遣議員

目 的

派遣場所 文化体育館

派遣議員

目 的

目 的

派遣場所 ホテルアナガ

期 間 令 和 3 年 1 月 4 日

派遣議員

議 員 派 遣 申 出 書

定 例 会令和2年12月16日

鹿島殿

令 和 3 年 1 月 29 日

期 間 令 和 3 年 1 月 10 日

期 間



南あわじ市議会

議長　 長船 吉博　様

令和 ２年 １　２１　１　６　日

議会兼営委員会

委員長　 谷　 口　愽

現会 中， の継 続調Ｉ査 申出書

本委員会 は、 所掌事務のう ち次の事件につい て、 現会 中の継続調まを要する
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４　　　　 １　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り申 しｍます。

１。 事　　件

記

（１ ）議会Ｓ営に関す る事項

（２ ）議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項

（３ ）議長の諮問 に関する 事項

２。 期　　限

次回定例会迄



南あ わじ市議会

議　長　　長　船　吉　博　　様

令和 ２年 １２ Ｊモｊ１ ６日

総務タ：教常任委員会

委員長　　小　粫

－　　　　　　　　　　　Ｊ

Ｍ会 中の 継続 調査 申出書

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 １１会中の継続調ををＷする

もの と決定したので、 会議規ｍ第・１０ ９条の規定に より 申し Ｍｊ ます。

記

１． 事　　 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

（１ ）市の総合的を両、調整について
｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財ｔの維持管ＪＩと 財源の確保について

（４ ）情報化の推まについて

（５ ）離ぬ振興対策について

（６ ）国際交流八び友好市ｍＴｒの調をについて

（７ ）人権施策について

（８ ）惠防・ 防災筒策の推まについて

（９ ）教育の充実 ・大化、 スポーツの振興と Ｒｊ係施鼈の整備について
Ｊ

（１ ０） 青ゆヽ年のせを育成について

（１ １） ｔ挙管ＪＩ委員会、ｔ虹委員、 固定費ま評価審を委員会に 関すること

２。 期　　限

次回定例会迄

子
犬
俯

丁
付
○



南あわじ市議会
丿

議　長　　長　船 口 博　　様

令和 ２年 １．２Ｊｊ　１６日

産業厚生常任委員会

委員長　　阿　部　計

Ｍ会 中の 継続 調査 中自書

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り申 し出ます。

記

１． 事　　件

（１ ）税の賦氛徴収について

（２ ）生き環境の整備推進について

（３ ）福祉筒策について

（４ ）介護保険と 高齢化社会筒策についで

（５ ）医療体制と健康づく りの推進にづいて

（６ ）商工業八び観光の振興について

（７ ）農業振興の推進について
１

（８ ）水産振興の推進について

（９ ）都市整備事業の推進について

（１ ０） 下水道事業の推進について

（１ １） 農業委員会に 関すること

２。 期　　限

次回定例会迄

回



南あ わじ市議会

議　長　　長　船 口 博　　様

令和 ２年 １２ Ｊ］ １６日

議会ぶ報霍、聴常任委員会

委員長　　北条　ぷ津

Ｍ会 中の 継続 調査 申出書

本委員会 は、 所管事務のう ち次の事件につい て、 現会 中の継続調ををダする

もの ど決定したので、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しけ１ま す。

１。 事　　件

記

（１ ）議会霍、報誌に関する事項

（２ ）議会報告会に関する 事項

（３ ）議会ホームペー ジに 関する事項

（４ ）議会ラ イブｉｌ信、 録画Ｒ信 に関する 事項

（５ ）そ の他議会皀報皀聴き動 に関する 事項

２。 期　　限

次回定例会迄

万
言


